
 

学校別対策法 

 

 

  

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

  ２００６年の出題内容は、□1 調べ上げ（硬貨）、□2 速さと比、□3 立体図形、□4 循環小数、でした。開成の 

算数については、一般に、暗記に頼らず、問題で与えられた未知の条件を用いて手際よく道筋を立てられる

訓練が必要だといわれます。しかし、そのことばかりにとらわれて難しい問題ばかりやっていても開成に合格

することはできません。2006 年度の場合、□2 と□3 は非常に基本的な問題なので、これらの問題にてこずった

人は辛酸をなめたことでしょう。開成対策には、まずこうした基本問題を確実に得点できるようにすることが

先決です。 □2  と □3  については、 

⇒ 《ここをクリック！》 石原先生（元日能研）による詳細解説 をご覧ください。 

 

基本問題を確実に得点できるようになった人は、今度は問題の意図を正確に把握して、要領よく処理して

いく力をつけなければなりません。過去問については塾の教材で目にしたことがあるでしょうから、ここでは

受験ドクターオリジナル類題を用いて、みなさんが開成タイプかどうかを診断してみましょう。 

 

【２】 【 開成中合格力チェック 】   受験ドクターオリジナル類題  

 

                                          

                               

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□1   A のような，たて 2cm，横 1cm のタイルがたくさんあります。

このタイルを，B のようなたて 2cm，横 xcm の板の上にすき間

のないように並べていきます。次の問いに答えなさい。 

 (1)x＝2cm のとき、タイルの並べ方は何通りありますか。 

 (2) x＝3cm のとき、タイルの並べ方は何通りありますか。 

 (3) x＝10cm のとき、タイルの並べ方は何通りありますか。 

□2  1 辺が 6cm の立方体の形をした豆腐が 1 丁あります。この

豆腐をたて、横、高さそれぞれを 6 等分するような平面で切っ

て、それぞれ 1 辺が 1cm の立方体になるようにします。 

  ここで，上面の中心を P，底面の頂点を A，B，C，D とすると

き，点 P の辺 AB を通る平面と，点 P と辺 BC を通る平面の，

2 つの平面で切り、その下の部分だけを残します。 

  このとき，次の問いに答えなさい。 

 (1)残った豆腐の体積は何 cm３ですか。 

 (2)残った豆腐の中で，1 辺が 1cm の立方体の形のものは何個

ありますか。 

 (3)残った豆腐の中で、立方体でない形のものは何個あります

か。 

開成中‐対策法 

算 数 （85 点/60 分） 

http://www.chugakujuken.com/hensa20up/san20.html


 

【３】 【 傾向と対策 】 

 

  上の 2 題は平成 12 年度の類題です。小学校 5 年生から解けるレベルですが、いかがでしたか？正解は、

□1  (1) 2 通り (2) 3 通り (3) 89 通り、 □2  (1) 126 cm３ (2) 100 個 (3) 54 個、となります。 

類題□1 は有名なフィボナッチ型数列ですが、応用がききますから、入試では頻出です。問題によって条件が

さまざまですが、条件を書き出すなどして慎重に取り組めば怖くありません。また、また、類題□2 のような立

方体の問題は、小学校の教科書にも取り入れられたことから、今年の入試で多くの入試問題で取り上げられ

ました。来年も引き続き注意が必要です。  

 

平成 18 年入試では、問題の難易度が易化したにもかかわらず、合格者平均点（71.1 点）と全体平均（55.1

点）の差が大きく開きました。いたずらに難しい問題ばかりに取り組んでいて偏差値が伸び悩んでいる人は、

勉強方法を見直す必要があります。算数の学習法にはセオリーがありますから、 

 

⇒ 東先生（元サピックス）の指導方針 、  

 

⇒ 石原先生（元日能研）の偏差値２０アップ学習法 を参照してください。 

 

 

【４】 【 開成算数 合格への道程 】 

 

 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5年生の2学期 
    

5年生の3学期 
    

6年生の1学期 
   

6年生の2学期 
   

 

 

 

 

開成の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で偏

差値 70 以上、センター模試で偏差値 70 以上、

サピックスで偏差値 64 以上、が目安です。 

 

開成の入試で、合格者平均と全体平均の差

が最も開くのは算数です。開成の算数で合格

点を取るためには、左の図の実線のように成

績が伸びていくことが理想的です。これに対し

て、6 ヶ月以上も点線のように偏差値が伸び悩

んだままですと、初めは晴れマークでも、結局

は雨マークになってしまいます。夏休みの難関

対策に間に合うように対策をすすめなければ

なりません。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

http://www.chugakujuken.com/koushi.html
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/san20.html


 

学校別対策法 

 

 

  

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

□一 物語文（永井龍男「黒いご飯」約 3000 字）、□二 随筆文（石井政之「人はあなたの顔をどう見ているか」約

2000 字）が出題されました。開成の国語は、主題・心情を読み取る読解力だけでなく、読み取った内容をまと

める文章力が求められています。まず、2006 年入試問題の問いの部分を抜粋したものを掲げましたので見

てください。 

     

 

国 語 （85 点/60 分） 

開成中‐対策法 



 

【２】 【 傾向と対策 】 

  久々に選択式問題が登場しましたが、あくまで記述主体の出題です。高校新課程では「コミュニケーション

能力」を重視しており、国公立大学のほとんどが記述式の回答を求めています。この傾向が御三家を中心と

した中学入試問題に波及したと考えられます。 

 

 記述の解答字数を見てみると、30字、40字、50字、100字とバラエティに富んでいるのが開成の特徴です。

こうなると、自分の考えたことをすべて解答に盛り込もうとしたり、思いつきで解答を埋めていくようでは歯が

立ちません。国公立大の問題と同じく、開成の問題も文章の全体把握を要求していると考えられます。全体

を把握した上でないと、問いごとに必要な解答字数を考えることができないからです。 

 

 また、全体把握とともに「記述力」を鍛えておく必要があります。そのためには、同じテーマについて、短くも

長くも書ける訓練をしておくのが有効です。つまり、長い文章を短く簡潔にまとめる訓練と、簡潔で短い文章

を具体的に敷衍して書く訓練が必要なのです。簡潔にまとめる訓練を通じて正確な言葉の使い方を学ぶとと

もに、具体的に敷衍する訓練を通じて論理的思考力を養成してください。 

 

 なお、合格者平均点は 44.1 点、全体平均点は 38.0 点であり、合格者と不合格者の点差は算数に次いで大

きいものとなっています。 

【３】 【 開成国語 合格への道程 】 

 

 

 

偏差値 

    （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
    

5 年生の 3 学期 
    

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
   

 

 

 

 

 

開成の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚

で偏差値 70 以上、センター模試で偏差値

70 以上、サピックスで偏差値 64 以上、が

目安です。 

開成の国語で合格点を取るためには、

左の図の実線のように成績が伸びていく

ことが理想的です。これに対して、6 ヶ月

以上も点線のように偏差値が伸び悩んだ

ままですと、初めは晴れマークでも、結局

は雨マークになってしまいます。国語の対

策法をもっと具体的に知りたい人は、 

⇒ 永田先生（日能研）の 

国語偏差値２０アップ学習法 

⇒ 永田国語教室 をご覧ください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性

http://www.jukendoctor.com/kokugo/
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/kok20.html


 

学校別対策法 

 

 

  

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

理科ではほぼ毎年実験器具の扱い方や記述を求める設問が出題されます。目新しい問題が出題されて

も、問題文を分析することで解答できます。グラフや計算問題が苦手な人は、城北中の過去問がよい訓練に

なるでしょう。 

一方、社会では東京に関する問題、現代日本の諸問題の歴史的経緯についての理解、略図を描かせる

設問などが出題されます。なお、一般的に言えることですが、地理については日本地図を正確に再現できる

ようにすることが絶対条件です。 

 

 

【２】 【 傾向 と 対策 】 

 

理科にしても社会にしても、穴をなくすこと、基本的理解を確実にしておくことが必要です。そのためには、

体系的な問題集を繰り返し読み込むことが王道です。塾のカリキュラムに追われているせいで、「理科・社会

は 2 学期にまとめてやればいい」という人がいますが、それはとても危険な考え方です。1 学期から、毎週 2

～3 時間は苦手分野の復習にあてて、夏休みまでには穴を無くしておくべきです。2 学期以降は、過去問演

習、学校行事、模擬試験などでとても忙しくなるからです。 

 

理科・社会が苦手な人は、まず使用教材を見直してください。塾でのプリント教材が山のように積み上げら

れている、というのでは自分の苦手分野を整理できていない証拠です。そこで、体系的な参考書・問題集を 1

種類決めて、それをコツコツと進めていくのです。体系的な参考書・問題集には次のようなものがありますの

で、参考にしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 科 ・ 社 会 （各々85 点/60 分） 

開成中‐対策法 



 

教育開発出版                   四谷大塚                      日能研 

「新小学問題集」                「予習シリーズ」                「メモリーチェック」 

（標準～応用）                （基礎～標準～応用）                （基礎～標準） 

     

 

【３】 【 開成理科・社会 合格への道程 】 

 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5年生の2学期 
   

5年生の3学期 
   

6年生の1学期 
   

6年生の2学期 
  

 

 

 

 

 

開成の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚

で偏差値 70 以上、センター模試で偏差値

70 以上、サピックスで偏差値 64 以上、が目

安です。 

開成の理社で合格点を取るためには、左

の図の実線のように成績が伸びていくこと

が理想的です。これに対して、6 ヶ月以上も

点線のように偏差値が伸び悩んだままです

と、初めは晴れマークでも、結局は雨マーク

になってしまいます。塾の宿題で手一杯だと

泣き言は言っていられません。毎週理科・

社会の学習時間を一定時間確保して、常に

弱点補強を意識しましょう。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性
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